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　『予言の書』
　新型コロナウィルスが世界で猛威を振るい始めて1年と数ヶ
月が経った現在、やっと世界中に効果的なワクチンが供給され
始めました。日本でも医療従事者を対象としたワクチン接種が実
施され始め、このローテーションが順調に回れば、年内の全国
民へのワクチン接種も現実味を帯びてきます。そうなると経済は
堰を切ったように動き始めます。その時のために今からアフター
コロナでの動き方を想定しておかなくてはならないでしょう。
　今回は先日行われた商工会議所役員会の席で手にした、大
分県知事・大分市長に宛てられた『要望書』の中身を少しご紹
介させていただきます。
　　記
　本県経済は、99.8%を占める中小企業が支えています。人口
減少や高齢化、海外との競争激化、地域経済の低迷といった
構造変化に直面しており、売り上げや事業者数の減少、経営者
層の高齢化等の問題を抱え、地域経済への影響は計り知れ
ず、長期戦を覚悟しなければならないほど深刻な状況に陥って
おります。
　また、コロナ禍以前から懸念されている人口減少は産業活動
の停滞や事業の縮小・撤退を誘発し、景気の低迷を産み出す
ことが予想され、行政サービス維持にも大きな影響を及ぼしか
ねません。つきましては、多くの事業者の持続的発展が図られる
よう、また、地域が繁栄し、税源の確保が図られるよう、特段の配
慮をお願いいたします。
　要望の具体的な内容としては、
　・今後の中小事業者支援について
　・企業のデジタル化推進について
　・事業継続のための支援について
　・減災対策の促進について
　・豊予海峡ルートの実現について　
など、ほかにも様 な々内容が記されています。

　行政は、経済団体などからの要望を受け、その内容に沿って
税金の配分を決めることも多くあります。従って、このような経済
団体からの要望書というものは、言わば予言の書ともいえるので
す。
　情報は時にお金よりも重要な資産となり得る大切なものです。
潤沢な資金があっても、そこに中核的な情報がなければ、その
資金も無駄になりかねず、逆に資金はなくとも、そこに中核的情
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「奉仕の理想」

地区チーム研修セミナー報告　穐田　英一郎会員

＊今週のお祝い

在籍記念日 門脇　啓二会員（3年）
姫野　勇人会員（2年）
菊池　武司会員（1年）
利光勇一郎会員（1年）

会員誕生日 西岡　一雄会員（3月7日）

ロータリーソング 【奉仕の理想】

奉仕の理想に集いし友よ

御国に捧げん我等の業

望むは世界の久遠の平和

めぐる歯車いや輝きて

永久に栄えよ

我等のロータリー

報があれば、資金調達のハードルも下がってくるでしょう。情報と
いうものは、資金と同等に極めて重要で、それ故に慎重に取り扱
わなければなりません。
　現代はインターネットの普及により、情報が簡単に入手できる時

代になりました。このツールをフルに活用し、国から地方自
治体、又は各企業に至るまで、自身に関係する重要情報
を取捨選択しながらアフターコロナにフォーカスしていきま
しょう。
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ニコボックス

★藤田　敬治会員（2口）
皆様方のご支援をいただきまして６選を果たすことができま
した。
これからも「四つのテスト」に照らし合わせながら、大分市
政の発展に努力して参ります。

例会の予定

■ 3 月 8 日（月）

■ 3 月15日（月）

■ 3 月22日（月）

■ 3 月29日（月）

次年度地区補助金プロジェクト全員協議会
創立記念例会・新会員歓迎例会
19：00～於「割烹にしおか」
PETS報告　河野会員
ゲスト卓話

西岡　一雄会員・木村　成淑会員よりクラブ創立当時を卓話していただきました。

第1号となる週報より「新クラブ創立までの経過報告」　特別代表補佐　塚本　直
　̶中略̶
◎この大分市地域に市内6番目の新クラブをとの声が1983年、昭和58年末ごろから関係者の間であがり始まったのであります。
　以来紆余曲折の時間のなか、地区分割を来期にひかえた昨59年11月より、地区拡大増強委員会大分県担当委員の大分ロータ
　リークラブ杉村進パストガバナー自らが新クラブへの移籍を表明され、新クラブ結成への動きが急速に進展を始めたのであ
　ります。
◎12月には大分ロータリークラブの吉村益次会員が特別代表に田中ガバナーより委嘱がなされました。新クラブの会長候補に
　大分東ロータリークラブ、岩尾長満会員が、幹事候補には同じく髙山泰四郎会員が挙げられました。
◎明けて1985年、昭和60年1月17日の大分東ロータリークラブ理事会で新クラブの会長、幹事を送り出すクラブとしてスポン
　サークラブを引き受けることが決定されその委嘱と、拡大特別補佐として大分東ロータリークラブ、塚本直、佐藤太一両パ
　スト会長がそれぞれ田中ガバナーより委嘱されたのであります。
◎以後2月4日18時30分より大分西鉄グランドホテルにおいて、塚本直、佐藤太一両特別代表補佐、スポンサークラブ吉川暉大
　分東ロータリークラブ会長、同二宮吉男幹事、新クラブ移籍予定会員（大分ロータリークラブ杉村進パストガバナー、溝口
　直会員、大分東ロータリークラブ岩尾長満会員、髙山泰四郎会員、柏木淳一会員）が参集、現在までの経過確認、新会員と
　しての推薦予定候補者の検討、クラブ名称、テリトリー、例会日、例会場所について意見交換、今後のスケジュールについ
　て話し合いました。
◎2月13日19時より21時まで杉村病院3階会議室にて第1回新クラブ会員候補者インフォメーションを開催。特別代表吉村益次
　大分ロータリークラブ会員、スポンサークラブ・大分東ロータリークラブ二宮吉男幹事、新クラブ会員候補者23名参加。
◎奇しくもロータリー80周年の記念すべき日2月23日18時30分より21時まで第2回インフォメーション。第1回と同場所、特別
　代表補佐・佐藤太一、大分東ロータリークラブ吉川暉会長、同二宮吉男幹事、新クラブ会員候補者26名参加。
◎3月5日創立総会案内状発送　̶中略̶
◎3月8日18時30分より21時まで杉村病院3階会議室で、第3回インフォメーション開催　̶中略̶
　この間10数回の小準備委員会での細部の打合せ、インフォメーションの持ち方の検討等がなされバナーデザイン等々も決定
　を見てきたのであります。市内各クラブより新クラブ結成同意書の受領、各インフォメーションに参加できなかった新クラ
　ブ会員候補の個々のインフォメーション活動、RI日本支局とのこまめな連携等々杉村パストガバナーの新クラブにむけての
　陰の精力的な努力には大きな敬意を表さなくてはなりません。－中略̶
　多くの人達の素晴らしい友愛と努力と支援が実を結び今日を迎えたのであります。以上経過報告といたします。
◎1985年3月18日大分1985ロータリークラブ誕生

「チャーターメンバーの卓話」〈卓話の時間〉 （2月22日）

幹事報告

・国際大会（台湾台北）バーチャル開催となりました
・地区研修・協議会日程変更のお知らせ
　2021年4月4日（日）→4月18日（日）へ変更致します
・国際ロータリー第2720地区　インターアクトクラブ
　2020～2021年度年次大会に代わる活動報告書送付のご案内

　　＜愛のポリオ募金＞

2月集計分　12,212円でした。

ご協力ありがとうございました。
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